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連結業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は最近の業績動向を踏まえ、2026年７月 31日に公表しました 2027年３月期(2026年４月１日～2027

年３月 31 日)第２四半期（中間期）連結業績予想、通期連結業績予想及び配当予想を修正することとしま

したので、お知らせいたします。 

記 

１．2027年３月期業績予想の修正 

（１）第２四半期（中間期）連結業績予想の修正 （2026年４月１日～2026年９月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

52,000 

百万円 

1,600 

百万円 

1,400 

百万円 

2,000 

円 銭 

43.86 

今回発表予想(Ｂ) 52,500 3,000 2,500 2,500 54.79 

増減額（Ｂ－Ａ） 500 1,400 1,100 500  

増減率（％） 1.0 87.5 78.6 25.0  

（ご参考）前期 

第２四半期実績 
65,715 780 208 △3,466 △76.16 

 

 

（２）通期連結業績予想の修正 （2026年４月１日～2027年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

105,000 

百万円 

3,100 

百万円 

2,600 

百万円 

2,500 

円 銭 

54.83 

今回発表予想(Ｂ) 105,000 5,300 4,400 3,700 81.00 

増減額（Ｂ－Ａ） ― 2,200 1,800 1,200  

増減率（％） ― 71.0 69.2 48.0  

（ご参考） 

前期通期実績 
113,935 2,552 2,249 2,147 47.15 

 

 

 

 



 

 

 

（３）業績予想修正の理由 

     

① 第２四半期（中間期）連結業績予想の修正理由 

当第２四半期（中間期）においては、前期の欧州 Proseatグループの事業会社譲渡をはじめとする事業

ポートフォリオ改革により収益体質の改善が進む中、ヒューマンライフ分野、インダストリー分野ともに

販売数量の増加、販売価格の適正化、生産性改善および固定費削減などの収益改善施策が想定を上回って

進捗しました。この結果、売上高、営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する中間純利益が前回予

想を上回ったため、第２四半期（中間期）の連結業績予想を上方修正いたします。 

 

② 通期連結業績予想の修正理由 

通期連結業績予想については、当第２四半期（中間期）までの業績が前回予想を上回って進捗している

ことに加え、下期においても上期の収益改善効果が一定程度、継続することを見込んでおります。一方、

原燃料価格、為替相場、地政学リスク等の先行き不透明な要因を織り込んだ上で、営業利益、経常利益お

よび親会社株主に帰属する当期純利益をそれぞれ上方修正いたします。なお、売上高については前回予想

を据え置きます。 

 

 

２．配当予想の修正 

（１）2027年３月期 配当予想の修正 

 年間配当金 

第２四半期末 

 

期 末 

 

合 計 

 

 

前回発表予想 

円 銭 

5．00 

円 銭 

12．00 

円 銭 

17．00 

今回修正予想 8．00 17．00 25．00 

増 減 3．00 5．00 8．00 

当期実績    

前期実績（2026年３月期） 0．00 15．00 15．00 

 

 

（２）配当予想修正の理由 

今回の業績予想の上方修正および当第２四半期（中間期）までの業績進捗等を総合的に勘案し、中間配当

予想を１株当たり５円から８円に、期末配当予想を１株当たり 12円から 17円にそれぞれ修正いたします。 

 

（注）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記載は、発表日現在において入手可能な情報に基づき 

作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以  上 

 


